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北海道大学は北海道開拓の礎となった札幌農学校の後身であるという話は、すで
に多くの文献やガイドブックにも掲載されているからご存知の方も多いだろう。

札幌農学校は「少年よ大志を抱け」の言葉で有名なクラーク博士が在職した学校
である。ちなみにラーメンとともに日本人の好物の一つ、カレーライスもこの農学
校の学生寮でも食された。 年（明治 年 、当時、札幌農学校の教頭として来1876 9 ）
日していたウィリアム・スミス・クラークが 「生徒は米飯を食すべからず、但しら、
いすかれいはこの限りにあらず」という寮規則を定めた。理由は開拓途上の北海道
で産する農作物の一つ、ジャガイモをカレーに入れて、消費することを奨励するた
めだとか…。

初っ端からカレーに寄り道である。
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ウイキペディアから転載

北海道大学博物館所蔵
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チェンバロの知識

一見ピアノと似ているので全
くの音楽音痴である筆者などそ
の違いは判らない。チェンバロ
は、バロック時代にはポプラの
木で作られていたといわれてい
る。そしてチェンバロは ヨーロ
ッパのチター属弦鳴楽器で、ピ
アノの源流ともいえる鍵盤楽器
の一つ。外観はピアノによく似

、 。ているが 原理が異なっている
ピアノはハンマーで弦をたたい
て音を出すのに対し、チェンバ
ロは爪状のプレクトラムで弦を
掻(か)いて音を出す。

つまり、鍵を下げるとジャッ
クとよばれる木柱が押し上げら
れ、それに取り付けられたタン
グ（舌）にはめ込まれたプレク
トラムが弦を掻く。鍵を戻す際
には、タングが弦とは反対方向
に倒れ、プレクトラムが弦に触
れない仕組みになっており、同
時に、ジャックの上端につけら
れたダンパーが音を止めるとい
う原理。

ポプラ この古の大志、
札幌の地に育まれ 年2004
嵐によって倒れ 年2006
ここに蘇る

これは、倒れたポプラの木で
造られたチェンバロに刻まれて
いるラテン語文字の翻訳文であ
る。
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